
事業概要
　本事業は、岡山市中心部の２つの賑わい拠点である岡山駅周辺と旧城下町を結ぶ通りに
おいて、車中心から人優先の歩いて楽しいまちづくりを目指し、車道を２車線から１車線にして、
歩道や自転車レーン等に転換する道路空間の再構築を行ったものである。良好な景観形成や
官民連携による歩道空間利活用の仕組み構築等により、歩行者通行量が増加し、沿道への
出店が増加する等、日常的な賑わいが創出され、まちの活性化に寄与している。

表彰理由
　駅から市街地へ新たな人の流れを生み、沿道と一体感がある景観とフラットな空間構成に
より、日常の交流や賑わいを促進する心地よいウォーカブル空間を実現した点が高く評価され
た。社会実験やワークショップを通じて、丁寧な合意形成が図られており、計画段階から地
域が参画して整備に取り組んだ。整備後も官民連携のエリアマネジメントにより、活用が継続
されており、地域活性化に大きく貢献した他の模範となる優れた事業である。
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事業延長：約0.6㎞
事 業 費：約10億円
事業期間：令和元年度～令和３年度

ハレまち通り（市道錦町古京町線）
再整備事業
岡山市 都市整備局 都市・交通部 庭園都市推進課


